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論　文　の　内　容　の　要　旨
　日本や韓国のような温潤地域では，台風や梅雨前線に伴う豪雨によって山地斜面では頻繁に表層崩壊が発生す
る。特に花崗岩質岩石からなる斜面では表層崩壊の発生密度が大きく崩壊の再現周期が短いことが指摘されてい
る。しかし，花崗岩質岩石間でも岩質により崩壊密度や崩壊再現周期が異なる可能性がある。本研究では岩質が
異なる 4カ所の花崗岩質山地の崩壊密度や土層深の空間分布，崩壊地の土層の鉱物化学的性質・物理力学的性質
を調査した。これらの結果から岩石風化による土層形成メカニズムの解明や土層構造の分類を行い，崩壊再現周
期を予測した。韓国ソウル郊外の山地と茨城県の多賀山地においてそれぞれ 2カ所ずつ調査地を設定した。
　調査結果から，潜在崩壊面と風化フロントという 2つの土層境界の深さの違いによって，土層構造は Type 
Aと Type Bの 2種類に分類することができた。潜在崩壊面は将来表層崩壊が発生する際に崩壊面となる土層
であり，簡易貫入試験値 Nc=5という力学的強度をもつ土層深に位置している。風化フロントは地震波探査
による P波速度 380 m/sec程度の強度をもつ土層深に位置している。Type Aの土層は，潜在崩壊面と風化フ
ロントがほぼ同じ深さ（l～ 2 m）に位置している。Type Bの土層は，風化フロントの深さ（3～ 5 m）が潜
在崩壊面の深さ（l～ 2 m）よりも大きいものである。
　Type Aの土層は鉱物粒径の大きな岩石や有色鉱物（特に黒雲母）の少ない岩石から成る斜面に形成されや
すい。これは，鉱物粒径が大きいと潜在崩壊面が低下する速度が速くなり，有色鉱物が少ないと風化フロン
トが低下しにくくなるためである。Type Bの土層は鉱物粒径の小さな岩石や有色鉱物（特に黒雲母）の多い
岩石から成る斜面に形成されやすい。これは，鉱物粒径が小さいと潜在崩壊面が低下する速度が小さくなり，
有色鉱物が多いと風化フロントが低下しやすくなるためである。
　Type Aの土層は Type Bの土層にくらべて，地下水面が形成されやすいので，同じ降雨量であっても表層
崩壊は発生しやすい。崩壊直後は土層形成速度が最大となるのでさらに崩壊が発生しやすくなって，そのた
め崩壊密度が大きくなり崩壊再現周期が短くなる。
　以上のように，花崗岩質斜面の表層崩壊には，基盤岩石の鉱物組成や鉱物粒径が大きな影響を与えている
ことが明らかになった。
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審　査　の　結　果　の　要　旨
　花崗岩斜面において表層崩壊が頻発することは以前からよく知られていたことではあるが，この研究では，
同じ花崗岩質岩石からなる斜面でも，基盤を構成する花崗岩の鉱物粒径と鉱物組成の差異が，そこで発生す
る崩壊の形状や崩壊頻度の差異をもたらすことを明らかにしようとしたものである。具体的には，岩石鉱物
学性質の異なる韓国と日本の 4地域の花崗岩質岩石からなる山地において，崩壊地の地形調査と，土層（風
化層）の厚さやそれらの物理的性質・化学的性質・鉱物学的性質・力学的性質などを緻密に調べ上げている。
そして得られた結果をもとに，基盤岩石の粒径が粗いほど，あるいは有色鉱物が少ないほど崩壊が発生しや
すいという結論を導いている。斜面物質の多様なデータを有機的に結合させ，岩質の差異による風化土層と
潜在崩壊面の形成の特徴と，崩壊発生の頻度（再現周期）の差異を明確に説明したことは高く評価できる。
また本研究は，地形学における「地形材料学」からのアプローチの重要性を示すものとしての価値も大きい。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
